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産
業
観
光
で
最
初
に
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
る
の
は
、
産
業
施

設
や
製
品
の
生
産
過
程
の
見

学
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
イ
メ

ー
ジ
の
背
景
に
は
、
か
つ
て

テ
ク
ニ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
し
て
高
い
科
学
技
術
を
示

す
施
設
、
近
代
的
設
備
や
技

術
に
も
と
づ
く
生
産
工
場
な

ど
が
対
象
に
さ
れ
て
き
た
こ

と
も
起
因
す
る
よ
う
だ
。
も

ち
ろ
ん
現
在
で
は
、
そ
う
し

た
施
設
の
ほ
か
農
林
水
産
業

な
ど
の
第
１
次
産
業
、
あ
る

い
は
地
域
の
伝
統
工
芸
な
ど

も
加
え
た
幅
広
い
理
解
が
な

さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
神

奈
川
県
は
、
日
本
を
代
表
す

る
京
浜
工
業
地
帯
が
あ
り
、

東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
知

ら
れ
る
小
田
原
や
温
泉
地
・

箱
根
、
そ
し
て
マ
グ
ロ
の
水

揚
げ
を
誇
る
三
崎
港
の
漁

業
、
県
央
部
の
農
業
や
酪
農

な
ど
、
現
下
の
産
業
観
光
に

該
当
す
る
資
源
を
豊
富
に
有

し
て
い
る
。

県
内
１
０
５
の

ス
ポ
ッ
ト
紹
介

同
県
の
商
工
労
働
部
で
は

「
も
の
づ
く
り
を
中
心
に
地

域
や
産
業
と
の
触
れ
あ
い
を

図
る
」
（
観
光
振
興
担
当
課

長
・
古
谷
幸
夫
氏
）
と
の
基

本
姿
勢
か
ら
各
種
の
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
制
作
し

た
県
内
の
産
業
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
、
�
も
の
づ
く

り
�
社
会
基
盤
�
食
品
づ
く

り
�
工
芸
と
伝
統
文
化

な
ど
４
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
別

し
、
見
学
や
体
験
、
学
習
な

ど
が
可
能
な
１
０
５
の
ス
ポ

ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
る
（
別

項
参
照
）
。

ま
た
、
地
域
の
産
業
と
一

体
化
し
た
体
験
学
習
は
、
横

浜
・
川
崎
な
ど
の
都
市
型
体

験
、
三
浦
半
島
か
ら
湘
南
海

岸
に
か
け
て
の
歴
史
と
海
の

自
然
体
験
、
県
央
部
の
棚
田

や
農
林
業
、
酪
農
な
ど
の
郊

外
型
体
験
、
小
田
原
・
箱
根

方
面
の
文
化
と
山
の
自
然
体

験
な
ど
、
エ
リ
ア
と
テ
ー
マ

を
リ
ン
ク
さ
せ
た
形
で
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

旅
行
業
者
向
け

訴
求
で
商
品
化

一
方
、
県
と
県
内
各
市
町

の
観
光
主
管
課
で
構
成
す
る

神
奈
川
県
観
光
振
興
対
策
協

議
会
で
は
、
県
内
の
観
光
資

源
の
開
発
や
紹
介
、
旅
行
商

品
化
に
よ
る
観
光
客
誘
致
な

ど
を
目
的
に
、
０５
年
度
か
ら

「
観
光
セ
リ
市
場
」
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
旅
行
業
者
に
向

け
て
、
観
光
資
源
の
紹
介
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
も
の
で
、
会
議
形
式
と
現

地
見
学
会
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
合
計
１０
回
開
催
し

て
い
る
。

同
セ
リ
市
場
へ
の
登
録
旅

行
業
者
は
２５
社
（
０７
年
度
）

で
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
５６
件

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
結
果
、
２３
件
が
商
品
化
さ

れ
、
商
品
数
で
３２
本
を
数
え

て
い
る
。
ち
な
み
に
今
年
度

は
「
秋
の
味
覚
狩
り
と
ビ
ー

ル
工
場
見
学
ｉ
ｎ
あ
し
が

ら
」
（
農
協
観
光
）
が
催
行

さ
れ
て
い
る
。

先
端
技
術
か
ら

伝
統
工
芸
ま
で

京
浜
工
業
地
帯
の
企
業
や

工
場
で
は
、
以
前
か
ら
工
場

を
開
放
し
て
見
学
会
な
ど
を

受
け
入
れ
て
い
た
。
「
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て
、

バ
ス
で
ハ
ム
工
場
へ
行
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
」
と
話
す

の
は
、
横
浜
市
在
住
の
主
婦

（
８６
歳
）
。
今
か
ら
５０
年
近

く
前
に
、
す
で
に
産
業
観
光

の
走
り
が
あ
っ
た
。

現
在
、
京
浜
工
業
地
帯
で

は
、
食
品
や
飲
料
を
は
じ
め

各
種
の
工
場
で
見
学
を
受
け

入
れ
て
い
る
ほ

か
、
企
業
や
団

体
が
運
営
す
る

資
料
館
も
少
な

く
な
い
。
横
浜

港
か
ら
Ｍ
Ｍ
２１

エ
リ
ア
だ
け
で

も
、
老
舗
と
い

え
る
シ
ル
ク
博

物
館
を
は
じ

め
、
三
菱
み
な

と
み
ら
い
技
術

館
、
ニ
ュ
ー
ス

パ
ー
ク
（
日
本

新
聞
博
物
館
）

ほ
か
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
教
育
旅

行
（
体
験
学
習
）
や
Ｓ
Ｉ
Ｔ

（
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
旅

行
）
な
ど
の
旅
行
目
的
に
確

実
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
西
部
の
小
田
原

は
、
東
海
道
五
十
三
次
の
宿

場
町
で
あ
る
と
も
に
、
箱
根

へ
の
湯
治
客
な
ど
の
往
来
で

古
く
か
ら
栄
え
て
き
た
。
江

戸
時
代
に
は
「
一
夜
湯
治
」

と
称
し
た
温
泉
旅
行
も
盛
ん

だ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
土
産

品
と
し
て
、城
下
町
の
匠（
た

く
み
）
に
よ
る
工
芸
品
づ
く

り
の
伝
統
も
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

そ
れ
ら
を
生
か
し
た
取
り

組
み
と
し
て
、
伝
統
工
芸
品

な
ど
を
製
造
す
る
工
場
や
扱

う
商
店
が
、
そ
の
一
画
を
改

装
し
て
博
物
館
に
し
た
の
が

「
小
田
原
街
か
ど
博
物
館
」

だ
。
見
学
だ
け
で
な
く
体
験

の
で
き
る
施
設
も
少
な
く
な

い
。
現
在
、
そ
う
し
た
博
物

館
は
１６
を
数
え
る
。

県
全
体
の
産
業
観
光
施
設

ふ
か
ん

を
俯
瞰
す
る
と
、
小
田
原
市

の
取
り
組
み
以
外
は
、
多
く

の
場
合
に
単
体
と
し
て
の
感

が
否
め
な
い
。
エ
リ
ア
と
し

て
の
連
携
に
乏
し
い
。
そ
こ

に
は
「
現
業
の
現
場
に
第
三

者
を
迎
え
る
難
し
さ
」
（
古

谷
氏
）
も
あ
る
よ
う
だ
。

港
や
横
浜
の
シ
ン
ボ
ル
「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
」
（
中
央
）
の
周
辺
に
は
、
工
場
見
学
と
は
違
う
展
示
館

や
資
料
館
な
ど
の
産
業
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
見
る
だ
け
で
な
く
体
験
も
で
き
る

基
本
は「
も
の
づ
く
り
」

個
々
の
施
設
が
個
性
を
自
己
主
張

最先端技術を駆使した京浜工業地
帯の工場群がある一方、のどかな田
園風景や威勢のいい掛け声が飛びか
う三崎漁港など、第１次産業から第
３次産業まで幅広い産業観光資源を
内包する神奈川県。県の取り組みや
ＭＭ２１地区を中心に取材した。

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
で
は
巨
大
な
新
聞
の
印
刷
機
（
右
）
を
は
じ
め
歴
史
的
な
資
料

を
展
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
聞
づ
く
り
体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
（
下
）

▼横浜市＝横浜開港資料館／横浜赤レンガ倉庫／シルク博物館
／神奈川県立歴史博物館（旧横浜正金銀行本店）／ドックヤー
ドガーデン／横浜税関資料展示室「クイーンのひろば」／日本
郵船歴史博物館／横浜マリタイムミュージアム・帆船日本丸／
三菱みなとみらい技術館／横浜埠頭公社大黒ふ頭Ｃ－４号コン
テナターミナル／日産自動車横浜工場「日産自動車横浜工場ゲ
ストホール」／ＪＨＦＣパーク／キリン横浜ビアビレッジ／東
京ガス環境エネルギー館／東京ガス根岸工場ＣＲセンター／東
京電力横浜火力発電所「トゥイニー・ヨコハマ」／東京電力電
気の史料館／新日本石油精製根岸製油所／横浜市電保存館／横
浜水道記念館／ニュースパーク（日本新聞博物館）／放送ライ
ブラリー／横浜市民防災センター／横浜市歴史博物館／崎陽軒
横浜工場／雪印乳業横浜チーズ工場／日清オイリオグルーブ横
浜磯子事業場／横浜市技能文化会館「匠ブラザ」／クツのオー
ツカ資料館／「九つ井」自家窯陶郷陶工房ガラス工房／横濱硝
子赤レンガ倉庫店▼川崎市＝トーマス転炉／細山郷土資料館／
川崎マリエン／東芝科学館／プラネタリー熱間圧延機フィ一ド
ロール減速機用歯車（富士見公園）／かながわクリーンセンタ
ー／川崎市リサイクル環境公社浮島生活環境学習室／電車とバ
スの博物館／京浜急行発祥の地記念碑／二ケ領用水久地円筒分
水／かながわサイエンスパーク／味の素川崎工場／若宮八幡宮
郷土資料室／東京ガラス工芸研究所▼横須賀市＝ヴェルニー記
念館／独立行政法人海洋研究開発機構／日産自動車追浜工場／
東京電力横須賀火力発電所／電力中央研究所横須賀地区／観音
埼灯台・灯台資料展示室▼鎌倉市＝資生堂鎌倉工場／鎌倉彫資
料館▼藤沢市＝相模ハム本社工場▼小田原市＝富士フイルム神
奈川工場／街かど博物館・とうふ工房（下田豆腐店）／街かど
博物館・かまぼこ博物館（鈴廣）／街かど博物館・寄木ギャラ
リー（露木木工所）／街かど博物館・ひもの体験館（カネタ前
田商店）／街かど博物館・木象嵌ギャラリー（内田木象嵌製作
所）／街かど博物館・梅万資料館（欄干橋ちん里う）／街かど
博物館・和菓子伝統館（正栄堂本店）／街かど博物館・薬博物
館（済生堂薬局小西本店）／街かど博物館・倭紙茶舗（江島）
／街かど博物館・工芸菓子展示館（栄町松坂屋）／街かど博物
館・漆・器ギャラリー（石川漆器）／街かど博物館・陶彩ぎゃ
らりぃ（松坂屋漆器店）／街かど博物館・かまぼこ伝統館（丸
う田代）／街かど博物館・ひもの工房（早瀬幸八商店）／街か
ど博物館・かつおぶし博物館（龍常）／小田原なりわい交流館
▼茅ケ崎市＝茅ヶ崎紡織／熊澤酒造▼相模原市＝プライムパッ
ク／アマノ津久井事業所／久保田酒造／和竿美術館▼三浦市＝
風力発電機・宮川公園／三浦市三崎水産物地方卸売市場▼秦野
市＝そば処東雲源実朝公御首塚・田原ふるさと公園／金井酒造
店▼厚木市＝神奈川県総合防災センター／黄金井酒造／前場資
料館（前場工務店）／厚木グラススタジオ▼伊勢原市＝ゑびす
や土産店／はりまや▼海老名市＝日本ミルクコミュニティ海老
名工場▼座間市＝朝日東京プリンテック座間ステーション▼南
足柄市＝アサヒビール神奈川工場▼綾瀬市＝かなしんオフセッ
ト▼寒川町＝キリンビバレッジ湘南工場／神奈川県水道記念館
▼二宮町＝ヤマニ醤油／渡邊商店▼中井町＝あしがら乳業▼大
井町＝井上酒造▼松田町＝中沢酒造▼山北町＝神奈川県農協茶
業センター▼箱根町＝間寄木美術館／畑宿寄木会館▼真鶴町＝
真鶴魚座▼湯河原町＝和菓子処味楽庵▼愛川町＝レインボープ
ラザ（愛川繊維会館）／宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館

かつて輸出の花形だった横浜スカーフをはじめ絹織物や
養蚕など蚕糸産業の歴史を幅広く展示するシルク博物館

先
端
の
宇
宙
開
発
や
深
海
探
査
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
身
近

な
自
然
科
学
な
ど
多
彩
な
三
菱
み
な
と
み
ら
い
技
術
館

一時は撤去も取り沙汰された赤レンガ倉庫群だった
が、現在はショッピングやグルメスポットとして新
たな役割を与えられ、「ハマの新名所」あるいは歴
史的な「産業遺跡」として賑わっている。客待ちを
するベロタクシー（人力車＝中央のタマゴ型の２台）
と新旧のコントラストが印象的だ

シリーズ
企画


